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Information systems are constructed by the company which cannot invest in information technology, 
because the non-programming tools have become widespread. However, designing information system is 
difficult to system users without skills of information technology. Because, entity-relationship model focus on 
only the relevant data. In this study, the information structure is defined by the relationship context that is 
derived from the entity. As a result, design of the system can be as long as familiar with the business even 
without IT skills. The results are shown of the effectiveness of the proposed method performs a system built 
using the non-programming tool based on the model that was created by the proposed method． 

















































































図 1 提案する設計手法のフロー図 
 























記(追加) ，転記(更新) ，転記(集計)の 9 つの分類できる． 






その定義は表 1 のようになる． 
 
表 1  基本操作とその定義 
















転記(追加) ○ ○ 
転記(更新) ○ ○ 




























②受注業務の DFD の作成 
③業務フロー図(活動図)の作成 
④ユースケース図の作成 
⑤システム機能定義書(第 1 階層)の作成 
⑥システム機能定義書(第 2 階層)の作成 
⑦データ項目定義 
⑧クラス図の作成 
⑨概念 ER 図の作成 
⑩論理 ER 図の作成 
以上，10 のステップで行う． 
（３）提案する手法による設計 





図 3 ステップ 7で作成するコンテキスト連携図 
 
 
図 4 ステップ 9で作成する情報シーケンス図 
 
以上 9 のステップにより設計を行った．従来の手法と比










図 5 作成したシステムの画面 
 
５． 終わりに 
本研究では，要件定義，基本設計のシステム設計手法
に焦点を当て，一連の設計手順を定め，その中で，コン
テキスト情報の連携モデルを用いた設計手法を提案した．
複雑化している従来の設計手順を定義し，その手順が従
来の手法より作業数が少ないことを実証実験で証明する
ことができた．さらにそのモデル等を用いてノンプログ
ラミングツールでシステムの構築を行い提案する手法の
有効性を示した． 
これにより，ユーザは提案した手法に則り設計作業を
行うことでシステムの設計ができ，作成したモデル等を
もとにノンプラミングツールにてシステムの構築が行う
事ができると考える． 
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